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熊

本
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震

災

の
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お

見

舞

い

申

し

あ

げ

ま

す
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□ ２月 25 日（日）北播磨支部新春研修ツアー 多賀大社（滋賀）          （ 以 上 終 了 ） 

■３月１４日（火） 1９時 阪神北支部 ぴぴあ売布５階 A 古事記 DVD 視聴（大河内）/なぜ日本の製品は素晴らしいか（館）  
■４月以降に予定（延期） 『憲法おしゃべりカフェ』 北区更生保護サポートセンター 参加無料 （担当山田）  

■４月～６月に予定（延期） 『新会員歓迎会』企画  場所／三宮近辺 対象／ 昨年～入会者 （対象者には、詳細を追ってご連絡致します） 参加費千円程度 
■４月１６日（日） 1１時半～1３時 全国統一憲法街頭活動 神戸大丸前 連絡先 ０７０５５０８２５７７ 
■４月 2２日（土） 12 時半 北播磨支部総会 14 時 記念講演 佐藤正久氏／滝野文化センター 参加費千円 
■４月 2９日（祝） ７時 神戸護国神社清掃奉仕 終了後 お茶とおむすび  連絡先 ０７０５５０８２５７７ 
■５月 2 日（火）・６日（土） 護國神社春季慰霊大祭 ２日１０時半 姫路  ６日１０時半 神戸  
■５月３日（祝・水） 13 時 15 分 『第１７回憲法フォーラム』ネット中継 神戸市勤労会館４０５・４０６ 会費千円  kenpoukaiseihyogo@gmail.com  
■５月２７日（土） 1４時 中・西播磨支部学習会 近代日本の人物に学ぶ 『廣田弘毅』 三木英一氏 姫路護國神社 参加費６００円   
■６月 ３日（土） １３時半 日本会議女性の会第９回教育講演会 白駒妃登美氏 『歴史を学べば希望が生まれる』生田神社会館 参加費千円    
■６月１１日（日） １４時 西宮・芦屋支部総会・記念行事 （予定）    
■７月１７日（祝・月） 午後 日本会議兵庫総会・記念講演  講師  竹田 恒泰氏  西脇市民会館  参加費千円     
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十

九
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が

移
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研
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で

滋

賀
県
、
湖
東

の

多

賀
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詣
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ま
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毎
年
恒
例

と

な

っ

て

い

る

初

詣

を

兼

ね

た

移

動

研

修

で
す
が
、
今

年

は

日

程

の
都
合
で

こ
の
時
期

と
な
り
ま

し
た
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平
成
二
八
年
度
の
支
部

学
習
テ
ー
マ
は
「
日
本
人

と
神
道
」。
定
例
学
習
会
の

講
師
に
は
支
部
内
の
神
社

の
宮
司
さ
ん
か
ら
、
各
神

社
の
由
来
や
特
色
あ
る
祭

礼
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。 

多
賀
大
社
の
ご
祭
神
は

伊
邪
那
岐
大
神
と
伊
邪
那

美
大
神
。
行
き
の
バ

ス
の
中
、
多
賀
大
社

の
創
建
に
つ
い
て

の
学
習
や
、
古
事
記

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞

し
ま
し
た
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社
務
所
で
宮
司

さ
ん
か
ら
お
話
を

聞
き
、
そ
の
後
、
昇

殿
参
拝
、
本
殿
見
学

な
ど
を
行
い
ま
し

た
。 午

後
は
国
宝
彦

根
城
を
見
学
し
、
好

天
に
恵
ま
れ
琵
琶

湖

や

雪

が

残

る

山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
、

日
本
の
歴
史
を
深
く
体
感

す
る
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
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（
文
責
：
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播
磨
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淳
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神
戸
で
は
、
占

部
賢
司
氏
の
講

演
を
行
い
、
会
終

了
後
、
約
一
か
月

に
な
る
が
、
当
会

の
講
演
で
「
こ
ん

な
に
感
動
し
た

の
は
初
め
て
」

「
眼
か
ら
う
ろ

こ
」
な
ど
の
賛
辞

の
感
想
が
続
い

た
。
ま
た
、
某
団

体
の
会
誌
編
集

人
は
、
偶
然
に
も

同
誌
に
掲
載
さ

れ
た
「
台
湾
の
旅

―
六
氏
先
生
」
で

台
湾
総
督
府
初

代
学
部
長
と
し

て
尽
力
さ
れ
た

明
治
の
偉
大
な

教
育
者
伊
沢
修

二
氏
が
、
「
紀
元

節
」
の
歌
の
作
曲

者
で
あ
る
こ
と

に
感
銘
を
受
け

ら
れ
た
、
と
い
う

感
想
を
紹
介
者

に
寄
せ
た
。。 
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